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十
二
世
紀
の
治
水
・
利
水
と
地
域
社
会

川　

端　

泰　

幸

は 

じ 

め 
に

　

日
本
の
古
代
末
か
ら
中
世
前
期
に
か
け
て
形
成
さ
れ
た
荘
園
は
︑
列
島
中
世
の
経
済
的
・
社
会
的
基
盤
を
な
し
た
︒
荘
園
と
は
︑
天
皇
家

や
貴
族
︑
大
規
模
寺
社
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
﹁
権
門
﹂
の
経
済
を
支
え
る
た
め
に
各
地
に
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
︑
単
な
る
経
済
シ
ス
テ

ム
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
く
︑
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
お
い
て
多
大
な
影
響
を
与
え
た
も
の
で
も
あ
る
︒
と
り
わ
け
︑
地
域
社
会
の
あ
り

方
に
与
え
た
規
定
は
大
き
い
︒
例
え
ば
︑
荘
園
領
主
が
大
寺
社
で
あ
れ
ば
︑
各
寺
社
が
祀
る
と
こ
ろ
の
仏
神
が
荘
園
に
勧
請
さ
れ
︑
そ
の
地

の
鎮
守
と
し
て
定
着
す
る
事
例
が
多
く
確
認
で
き
る
︒
鎮
守
の
境
内
で
は
︑
祭
礼
や
年
中
行
事
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
︑
荘
園
住
民
た
ち
の

寄
合
に
よ
る
村
落
の
意
思
決
定
が
な
さ
れ
た
︒
つ
ま
り
︑
荘
園
と
い
う
領
域
に
お
け
る
鎮
守
仏
神
を
媒
介
と
す
る
独
自
の
地
域
秩
序
が
生
み

出
さ
れ
た
の
で
あ
る
︒
ま
た
領
主
に
納
入
す
る
年
貢
を
生
産
す
る
荘
園
は
︑
農
耕
・
再
生
産
を
行
う
一
つ
の
共
同
体
で
も
あ
る
︒
用
水
を
共

有
し
︑
再
生
産
活
動
を
維
持
し
て
い
く
中
で
荘
園
は
権
門
領
主
が
設
定
し
た
収
取
の
枠
組
み
を
越
え
︑
領
域
性
を
持
つ
新
た
な
地
域
社
会
に

転
生
す
る
の
で
あ
る
︒
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
︑
荘
園
制
が
単
純
な
制
度
や
シ
ス
テ
ム
に
止
ま
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
︒

　

本
稿
で
は
共
同
体
と
し
て
の
荘
園
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
︑
荘
園
に
生
き
た
人
々
が
ど
の
よ
う
な
問
題
に
直
面
し
た
の
か
︑
ま
た
荘
園
と
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い
う
枠
組
み
が
中
世
の
社
会
秩
序
に
与
え
た
規
定
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
︒
そ
の
際
︑
特

に
荘
園
が
再
生
産
の
場
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
重
視
し
︑
再
生
産
活
動
の
維
持
を
左
右
す
る
治
水
・
利
水
な
ど
︑
水
に
関
わ
る
側
面
か
ら
こ

の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
と
す
る
︒
そ
こ
に
は
︑
灌
漑
・
開
発
の
問
題
︑
水
災
害
の
影
響
や
そ
れ
へ
の
対
応
な
ど
が
課
題
と
し
て
含
ま
れ
よ

う
︒
こ
う
し
た
問
題
関
心
と
関
わ
る
研
究
と
し
て
は
︑
寶
月
圭
吾
氏
に
よ
る
灌
漑
史
の
包
括
的
な
研
究1

や
︑
黒
田
日
出
男
氏
に
よ
る
開
発
史

研
究2

︑
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
多
く
の
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
木
村
茂
光
氏
は
戸
田
芳
実
氏
の
提
唱
し
た
古
代
末
か
ら
中
世
前
期
に

か
け
て
の
時
期
を
﹁
大
開
墾
の
時
代
﹂
と
捉
え
る
立
場
か
ら
︑
在
地
領
主
・
村
落
農
民
双
方
の
協
同
に
よ
る
開
発
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
し

て
い
る3

︒
か
か
る
先
行
研
究
の
成
果
に
学
び
つ
つ
︑
中
世
初
期
に
あ
た
る
十
二
世
紀
段
階
に
お
け
る
治
水
・
利
水
と
荘
園
と
の
関
わ
り
に
つ

い
て
見
て
い
く
︒第

一
章　

洪
水
と
地
域
社
会

第
一
節　

伊
勢
国
大
国
荘
と
保
安
二
年
洪
水

　

保
安
二
年
︵
一
一
二
一
︶
八
月
︑
伊
勢
国
を
中
心
と
す
る
近
隣
地
域
に
お
い
て
台
風
に
よ
る
大
雨
が
降
り
︑
伊
勢
の
豊
受
神
宮
︵
外
宮
︶
も

社
殿
が
浸
水
す
る
な
ど
の
被
害
を
受
け
た4

︒
こ
の
時
︑
大
規
模
な
被
害
を
蒙
っ
た
の
が
︑
伊
勢
国
多
気
・
飯
野
両
郡
に
ま
た
が
っ
て
所
在
す

る
東
寺
領
荘
園
の
大
国
荘
で
あ
っ
た
︒
大
国
荘
は
伊
勢
国
の
中
部
を
伊
勢
湾
に
向
か
っ
て
流
れ
る
大
河
＝
櫛
田
川
の
流
域
に
位
置
す
る
荘
園

で
あ
る
︒
こ
の
地
域
で
の
洪
水
は
八
月
二
十
五
日
に
発
生
し
︑
大
国
荘
域
は
土
砂
に
埋
も
れ
た
︒
そ
の
被
害
状
況
と
復
興
へ
の
取
組
み
が
い

か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
確
認
し
て
お
き
た
い
︒
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
す
で
に
大
山
喬
平
氏
に
よ
る
復
興
費
用
に
関
す
る
言
及5

や
︑

水
野
章
二
氏
に
よ
る
災
害
史
の
視
点
か
ら
の
研
究
が
あ
る
が6

︑
こ
こ
で
は
水
害
と
い
う
事
態
が
荘
園
の
空
間
お
よ
び
住
人
に
も
た
ら
し
た
も

の
と
︑
水
害
を
契
機
に
生
み
出
さ
れ
た
も
の
と
い
う
視
点
か
ら
あ
ら
た
め
て
見
直
し
て
み
る
︒
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大
国
御
庄
注
進
為
㆓

去
八
月
廿
五
日
洪
水
︑㆒
且
流
失
︑
且
砂
埋
田
畠
損
亡
子
細
状
︑

一
御
庄
内
麻
生
曾
村
田
一
町
︑
桑
畠
四
段
︑

一
大
井
川
原
片
畠
二
町　
已
白
川
原

一
兄
国
川
原
同
畠
一
町
五
段　
之
中
五
段
桑
畠　
已
白
川
原

一
大
川
原
畠
三
町
一
反
半　
之
中
一
反
半
桑
畠　
已
白
川
原

一
大
国
村
田
三
町
八
段
半
︑
畠
一
町
一
段　
之
中
五
段
桑
畠　
已
損

一
横
道
村
田
八
町
四
段
半
︑
桑
畠
二
町
二
段
三
百
歩
︑

一
御
正
作
田
一
町
苅

稲
伍
佰
束
︑
雖
㆑

納
㆓

御
倉
㆒

湿
朽
如
㆑

藁
︑

一
流
失
在
家
七
家
︑
道
房
・
友
行
・
守
次
・
□
末
・
得
重
・
公
元
・
頼
清
︑

一
流
死
女
一
人
︑
同
斃
死
牛
馬
十
疋　
之
中
馬
二
疋
・
牛
八
頭
︑

　

  

右
件
田
畠
︑
或
崩
失
或
流
失
︑
或
土
高
二
三
尺
許
置
埋
︑
或
砂
石
流
居
︑
成
㆓

白
川
原
︑㆒
永
所
㆓

損
亡
㆒

也
︑
抑
纔
㆑

所
㆓

流
残
㆒

田
︑
往

古
之
堰
溝
流
失
︑
難
□
後
□
不
㆑

可
㆓

耕
作
㆒

者
︑
加
之
︑
他
所
権
門
勢
家
神
社
仏
寺
庄
薗
領
田
為
㆓

耕
作
︑㆒
従
㆓

当
御
庄
之
中
︑㆒
彼
流
失

之
堰
溝
︑
任
㆓

先
例
㆒

可
㆓

堀
通
㆒

之
由
令
㆑

然
︑
則
擬
㆑

令
㆓

堀
損
㆒

之
処
︑
田
畠
仮
令
二
三
町
許
也
︑
是
為
㆓

後
日
之
訴
︑㆒
兼
日
所
㆓

言
上
㆒

也
︑
如
㆑

此
之
間
︑
田
畠
残
非
㆑

幾
歟
︑
但
実
検
使
下
向
之
尅
︑
無
㆓

其
隠
㆒

哉
︑
仍
任
㆓

実
正
︑㆒
法
（
注
カ
）進
如
㆑

件
︑

　
　
　
　

保
安
二
年
九
月
廿
三
日　

御
庄
専
当
藤
井
時
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

専
当
菅
原
武
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

検　

使
凡
友
永
︵
花
押
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

押
領
使
本
塩
房
︵
花
押
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
堵
住
人
等
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伊
勢
恒
正
︵
略
押
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
原
光
成
︵
略
押
︶

　
　
　
　
　
　
　
　

太
神
宮
権
禰
宜
荒
木
田
豊
平

　
　
　
　
　
　
　
　

豊
受
太
神
宮
権
内
人
大
和
武
次
︵
花
押
︶

　
　
　
　
　
　
　
　

太
神
宮
大
内
人
荒
木
田
豊
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

凡　

友
平
︵
花
押
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

僧　

定
照
︵
花
押
︶

　
　
　
　
　
　
　
　

太
神
宮
司　

卜
部
正
光
︵
花
押7

︶

　

現
地
の
有
力
者
で
あ
る
田
堵
住
人
ら
を
中
心
と
す
る
人
々
が
領
主
で
あ
る
東
寺
に
提
出
し
た
右
の
文
書
に
よ
れ
ば
︑
田
地
一
四
町
三
反
︑

畠
地
一
〇
町
四
反
一
二
〇
歩
︑
そ
し
て
在
家
七
軒
が
流
失
し
た
︒
ま
た
︑
女
性
一
名
︑
牛
馬
一
〇
頭
が
洪
水
に
吞
ま
れ
て
死
亡
し
た
と
さ
れ

る
︒
田
畠
に
つ
い
て
は
︑
流
失
の
ほ
か
洪
水
で
押
し
流
さ
れ
て
き
た
土
砂
が
二
～
三
尺
も
堆
積
し
︑
同
じ
く
流
れ
て
き
た
砂
利
に
よ
っ
て
︑

河
原
と
化
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
︒
こ
れ
よ
り
少
し
後
の
大
治
元
年
︵
一
一
二
六
︶
段
階
に
お
け
る
大
国
荘
の
得
田
︵
収
穫
可
能
な
田
地
︶

数
が
三
四
町
五
反
二
〇
〇
歩
で
あ
る
の
で8

︑
田
地
だ
け
を
見
て
も
四
割
以
上
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
分
か
る
︒
こ
の
事
態
に
対
し
積

極
的
に
復
興
へ
の
動
き
を
見
せ
た
の
は
︑
荘
園
領
主
で
あ
る
東
寺
で
は
な
く
︑
現
地
で
農
業
経
営
に
携
わ
る
田
堵
住
人
ら
で
あ
る9

︒
彼
ら
は

当
然
の
こ
と
な
が
ら
現
地
の
再
生
産
に
通
暁
し
て
お
り
︑
即
時
に
損
害
規
模
の
確
認
・
報
告
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
︒
ま
た
︑
こ
こ
で
は

田
堵
住
人
以
外
に
荘
園
経
営
の
実
務
に
携
わ
る
専
当
や
押
領
使
︑
当
地
域
に
経
営
を
展
開
し
て
い
る
伊
勢
神
宮
の
神
官
ら
が
名
を
連
ね
て
い

る
︒
こ
う
し
た
人
々
の
結
合
は
︑
ま
さ
に
日
常
の
再
生
産
活
動
お
よ
び
︑
洪
水
の
よ
う
な
非
常
時
の
災
害
対
応
と
い
う
活
動
の
中
で
形
成
さ

れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
︒
そ
し
て
︑
彼
ら
が
復
興
に
向
け
て
第
一
に
取
り
組
も
う
と
し
た
の
は
流
失
し
た
堰
溝
の
復
旧
で
あ
っ
た
︒
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大
国
御
庄
田
堵
等
解　

申
請　

本
家
政
所
裁
事

　
　

請
㆑

被
㆘

殊
任
㆓

傍
例
︑㆒
宛
㆓

給
堰
料
︑㆒
改
堀
㆓

顚（
倒
脱
カ
）堰溝

︑㆒
令
㆖

耕
㆓

作
去
年
八
月
廿
五
日
洪
水
損
失
残
庄
田
㆒

子
細
愁
状
︑

右
田
堵
等
︑
謹
検
㆓

案
内
︑㆒
田
地
耕
作
之
道
︑
為
㆑

先
㆓

堰
溝
之
中
︑㆒
当
御
庄
本
自
田
数
狭
少
之
上
︑
散
㆓

在
大
河
之
左
右
︑㆒
相
㆓

交
神
領
之

堺
内
︑㆒
彼
是
共
所
㆑

勤
㆓

仕
其
役
㆒

也
︑
然
間
動
雖
㆑

遇
㆓

水
損
︑㆒
於
㆓

堰
溝
少
破
之
時
㆒

者
︑
乍
㆑

歎
不
㆑

言
㆓

上
本
家
︑㆒
田
堵
致
㆓

修
固
之
勤
︑㆒

至
㆓

于
去
年
洪
水
㆒

者
︑
満
㆓

溢
部
内
︑㆒
山
岳
頽
落
如
㆓

平
地
︑㆒
田
畠
作
物
流
失
︑
成
㆓

河
底
︑㆒
人
馬
舎
宅
多
以
流
失
之
間
︑
狭
少
御
庄
田

所
㆑

残
不
㆑

幾
︑
抑
謂
㆑

堰
者
堤
㆓

寒
所
謂
櫛
田
河
㆒

之
名
也
︑
件
河
広
五
十
餘
丈
也
︑
此
中
御
庄
分
及
㆓

廿
丈
㆒

也
︑
於
㆓

此
外
㆒

者
︑
傍
庄
庄

之
勤
也
︑
又
埋
損
本
溝
七
八
町
頽
失
之
替
︑
可
㆓

改
堀
㆒

之
溝
廿
餘
町
也
︑
件
溝
広
二
丈
餘
深
一
丈
六
尺
許
也
︑
推
㆓

其
人
夫
幷
食
物
︑㆒
敢

不
㆑

可
㆓

勝
計
︑㆒
而
乏
少
御
庄
之
内
︑
多
成
㆓

河
河
原
︑㆒
永
不
㆑

可
㆓

耕
作
㆒

之
間
︑
其
田
堵
闕
乏
之
故
︑
弥
人
数
不
足
︑
不
㆑

及
㆓

私
力
︑㆒
僅

所
㆑

残
埋
田
無
㆓

堰
溝
㆒

者
︑
以
㆑

何
可
㆓

堀
作
㆒

哉
︑
凡
非
㆓

当
庄
︑㆒
已
傍
庄
園
幷
神
領
田
地
等
︑
皆
以
一
同
之
間
︑
領
主
等
或
宛
㆓

給
人
夫

食
物
︑㆒
各
田
堵
相
共
令
㆑

勤
㆓

彼
堰
溝
之
役
︑㆒
或
免
㆓

除
所
当
之
年
貢
︑㆒
令
㆑

募
㆓

彼
堰
溝
料
㆒

者
也
︑
是
国
内
古
今
︑
去
年
洪
水
無
双
之
上
︑

為
㆑

在
㆓

将
来
年
貢
之
弁
㆒

也
︑
件
堰
溝
顚
倒
之
条
︑
田
堵
等
若
構
㆓

申
無
実
㆒

者
︑
忝
可
㆑

被
裁
㆓

罰
仏
神
㆒

也
︑
可
㆑

遣
㆓

実
検
使
㆒

之
由
︑
頻

雖
㆑

令
㆓

言
上
︑㆒
不
㆑

被
㆓

下
遣
㆒

之
間
︑
重
所
㆓

訴
申
㆒

也
︑
不
㆑

被
㆓

裁
許
㆒

者
︑
以
㆓

何
術
㆒

耕
㆓

作
一
歩
田
地
︑㆒
誰
人
可
㆑

留
㆓

跡
庄
内
㆒

哉
︑

御
庄
已
以
可
㆓

荒
廃
㆒

者
也
︑
仍
種
蒔
之
期
近
近
之
間
︑
早
為
㆑

被
㆓

裁
許
︑㆒
言
上
如
㆑

件
︑
望
請　

政
所
裁
︑
任
㆓

傍
例
︑㆒
依
㆓

道
理
㆒

被
㆑

宛
㆓

彼
役
料
㆒

者
︑
将
仰
㆓

正
理
之
貴
︑㆒
尚
致
㆓

耕
作
之
営
㆒

矣
︑
今
勒
㆓

事
状
︑㆒
以
解
︑

　
　

保
安
三
年
正
月
廿
八
日
堰
長
外
宮
内
人
大
和
﹁
武
次
﹂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
井
﹁
行
永
﹂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
井
﹁
枝
垣
﹂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
和
﹁
真
元
﹂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
口
﹁
友
次
﹂
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藤
井
﹁
守
岡
﹂

　
　
　
　
　
　
　
　

太
神
宮
御
薗
別
当
大
中
臣
﹁
吉
末
﹂

　
　
　
　
　
　
　
　

太
神
宮
司
占
部
卜　

部
﹁
正
元
﹂

　
　
　
　
　
　
　
　

太
神
宮
大
内
人
荒
木
田
﹁
豊
元
﹂

　
　
　
　
　
　
　
　

同
宮
松
本
御
薗
司
散
位
伊
岐
﹁
奉
綱
﹂

　
　
　
　
　
　
　
　

豊
受
太
神
宮
権
禰
宜
度
会
﹁
彦
平11

﹂

　

こ
の
史
料
は
︑
復
興
の
第
一
歩
と
し
て
︑
大
国
の
田
堵
ら
が
堰
溝
を
修
復
す
る
た
め
︑
そ
の
費
用
給
付
を
東
寺
に
求
め
た
も
の
で
あ
る
︒

田
堵
ら
の
主
張
で
注
目
す
べ
き
は
﹁
田
地
耕
作
之
道
︑
為
㆑

先
㆓

堰
溝
之
中
㆒

﹂
と
し
て
︑
農
耕
の
第
一
が
堰
溝
の
構
築
で
あ
る
と
理
解
し
て
い

る
点
で
あ
る
︒
農
耕
を
﹁
道
﹂
と
し
て
位
置
づ
け
︑
そ
の
活
動
の
根
本
と
も
言
う
べ
き
も
の
を
打
ち
出
す
と
こ
ろ
に
︑
地
域
社
会
に
お
け
る

農
業
経
営
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
の
性
格
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
︒
ま
た
︑
田
堵
ら
に
よ
れ
ば
︑
こ
れ
ま
で
は
堰
溝
も
﹁
少

破
﹂
で
あ
れ
ば
︑
歎
き
な
が
ら
も
自
分
た
ち
の
手
で
修
復
︵
修
固
︶
し
て
き
た
が
︑
去
年
の
大
洪
水
は
あ
ま
り
に
も
大
規
模
で
あ
り
︑
自
力
で

は
修
復
が
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
︒
そ
れ
ゆ
え
︑
今
回
に
関
し
て
は
﹁
堰
料
﹂︵
堰
溝
構
築
費
用
︶
を
荘
園
領
主
か
ら
給
付
し
て
ほ
し
い
と
依

頼
し
て
い
る
の
で
あ
る
︒
こ
の
時
︑
計
画
さ
れ
た
堰
溝
の
規
模
は
︑
長
さ
二
〇
余
町
︵
約
２
㎞
︶︑
幅
二
丈
余
︵
約
７
ｍ
︶︑
深
さ
一
丈
六
尺
︵
約

６
ｍ
︶
と
い
う
も
の
で
あ
り
︑
大
規
模
工
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る11

︒

　

こ
の
事
態
に
領
主
で
あ
る
東
寺
は
あ
ま
り
積
極
的
に
対
応
し
な
か
っ
た
よ
う
で
︑
被
害
規
模
検
分
の
た
め
の
実
検
使
下
向
を
願
っ
た
田
堵

ら
の
要
請
が
年
を
明
け
た
こ
の
時
期
に
な
っ
て
も
未
だ
に
実
現
し
て
お
ら
ず
︑
こ
の
文
書
が
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
︒
そ
の
よ
う
な
事
情
を
背

景
に
持
つ
こ
の
文
書
に
は
︑
田
堵
ら
が
領
主
東
寺
を
動
か
す
た
め
の
巧
み
な
論
理
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
︒
ま
ず
︑
大
国
荘
の
立
地
に
つ

い
て
の
言
及
が
あ
る
︒
大
国
荘
が
櫛
田
川
の
左
右
に
散
在
し
て
存
在
す
る
︑
い
わ
ゆ
る
散
在
型
荘
園
で
あ
っ
て
︑
こ
れ
ま
で
は
領
主
を
煩
わ
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せ
ず
境
界
を
接
す
る
伊
勢
神
宮
領
荘
園
な
ど
と
と
も
に
自
力
で
用
水
の
補
修
・
保
全
を
行
っ
て
き
た
こ
と
︒
す
な
わ
ち
︑
今
回
の
要
望
は
決

し
て
恒
常
的
な
も
の
で
は
な
く
︑
あ
く
ま
で
予
想
外
の
緊
急
事
態
に
対
す
る
非
常
措
置
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
︒
そ
の
上
で
︑

近
傍
の
諸
荘
園
で
は
︑
す
で
に
領
主
か
ら
復
興
の
た
め
の
食
物
や
人
夫
の
給
付
︑
あ
る
い
は
年
貢
納
入
の
減
免
措
置
な
ど
が
と
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
挙
げ
︑
自
分
た
ち
に
も
同
様
の
対
応
を
す
る
よ
う
に
︑
慇
懃
に
で
は
あ
る
が
強
く
迫
っ
て
い
る
︒
こ
こ
か
ら
︑
田
堵
ら
の
高
度
な
交

渉
論
理
の
存
在
と
︑
用
水
を
媒
介
と
し
た
近
隣
荘
園
︵
領
主
を
異
に
す
る
︶
と
の
日
常
的
な
合
力
関
係
が
定
着
し
て
い
る
こ
と
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
よ
う
︒

　

こ
の
保
安
二
年
洪
水
は
︑
隣
国
伊
賀
国
名
張
郡
の
山
間
に
位
置
す
る
東
大
寺
領
荘
園
黒
田
杣
に
も
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
た
︒
当
地
の
杣

司
が
相
論
︵
裁
判
︶
の
過
程
で
提
出
し
た
文
書
に
﹁
就
㆑

中
依
㆓

去
保
安
二
年
八
月
廿
五
日
・
同
三
年
七
月
日
・
四
年
八
月
廿
三
日
︑
三
箇
度
洪

水
︑㆒
本
庄
之
内
狭
少
之
地
︑
弥
崩
失
︑
杣
工
等
無
㆓

居
住
之
地
︑㆒
若
被
㆑

停
㆓

止
出
居
之
庄
民
㆒

者
︑
何
廻
㆑

跡
︑
勤
㆓

仕
本
寺
之
役
㆒

哉11

﹂
と
あ
る

こ
と
か
ら
︑
大
国
と
同
じ
保
安
二
年
八
月
二
十
五
日
の
洪
水
︑
お
よ
び
翌
年
・
翌
々
年
の
夏
に
も
洪
水
を
経
験
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒

こ
こ
で
重
要
な
の
は
︑
杣
住
人
た
ち
が
被
害
状
況
を
訴
え
る
と
と
も
に
︑
そ
の
こ
と
を
理
由
と
し
て
︑
他
地
域
へ
の
出
作
行
為
の
認
可
を
得

よ
う
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
︒
当
該
期
の
荘
園
や
杣
な
ど
の
住
人
た
ち
は
︑
災
害
に
遭
っ
た
時
︑
さ
ま
ざ
ま
な
論
理
を
駆
使
し
な
が
ら
︑
領

主
か
ら
復
興
支
援
︵
年
貢
免
除
や
復
興
費
用
の
給
付
︑
出
作
行
為
の
許
可
な
ど
︶
を
獲
得
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
︒
こ
こ
に
︑
当
該
期
に
お

け
る
水
害
と
い
う
天
災
を
︑
単
な
る
困
難
と
し
て
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
︑
そ
れ
を
逆
手
に
と
っ
て
領
主
と
交
渉
を
行
い
︑
あ
る
い
は
諸
種

の
課
役
免
除
を
得
よ
う
と
す
る
人
々
の
主
体
性
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
︒
す
な
わ
ち
︑
当
初
は
年
貢
収
取
の
た
め
の
単
位
と
し
て
設

定
さ
れ
た
荘
園
や
杣
が
︑
在
地
社
会
︵
地
域
社
会
︶
に
お
い
て
独
自
の
規
律
と
論
理
を
も
っ
て
動
き
始
め
て
い
る
の
で
あ
る
︒

第
二
節　

洪
水
に
よ
る
河
道
変
化
が
も
た
ら
す
境
界
紛
争

　

洪
水
は
荘
園
の
領
域
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
︒
こ
の
よ
う
な
事
態
は
東
西
南
北
を
確
定
す
る
﹁
四
至
﹂
に
よ
っ
て
︑
そ
の
空
間
領
域
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を
決
定
し
て
い
る
荘
園
に
と
っ
て
︑
大
き
な
影
響
を
与
え
る
問
題
で
あ
っ
た
︒
永
治
元
年
︵
一
一
四
一
︶
十
月
二
十
九
日
︑
美
濃
国
厚
見
郡
茜

部
荘11

の
領
主
で
あ
る
東
大
寺
が
︑
茜
部
の
隣
荘
市
橋
荘
内
に
あ
る
内
牧
荘
︵
郷
︶
の
領
主
仁
和
寺
大
教
院11

に
対
し
て
一
通
の
文
書
︵
牒
︶
を
送

っ
た11

︒
冒
頭
に
は
﹁
欲
㆑

被
㆘

且
任
㆓

官
符
宣
旨
︑㆒
如
㆑

旧
返
入
︑
且
為
㆓

仏
法
興
隆
︑㆒
依
㆑

恩
免
除
㆖

︑
為
㆓

院
領
字
内
牧
庄
㆒

所
㆑

被
㆓

割
取
㆒

寺
領
︑

字
茜
部
庄
四
至
榜
示
内
治
田
幷
敷
地
合
拾
弐
町
伍
段
﹂
と
あ
り
︑
内
牧
荘
︵
郷
︶
が
茜
部
荘
か
ら
割
き
取
っ
た
治
田
︵
開
墾
田
︶
お
よ
び
敷
地

一
二
町
五
反
の
返
却
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
︒
こ
こ
で
訴
え
ら
れ
て
い
る
市
橋
荘
は
︑
十
二
世
紀
初
頭
か
ら
確
認
さ
れ
る
仁
和
寺
領
荘
園

で
︑
六
つ
の
郷
か
ら
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る11

︒
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
内
牧
荘
︵
郷
︶
で
︑
友
河
を
挟
ん
で
茜
部
荘
の
東
に
位
置

す
る
郷
で
あ
っ
た
︒
ち
な
み
に
︑
市
橋
荘
の
遺
称
地
と
考
え
ら
れ
る
現
在
の
市
橋
地
域
は
︑
茜
部
荘
か
ら
見
る
と
西
北
に
位
置
し
て
い
る
︒

つ
ま
り
市
橋
荘
は
一
円
の
領
域
を
持
っ
た
荘
園
で
は
な
く
︑
所
在
を
異
に
す
る
複
数
の
郷
を
含
み
こ
ん
で
成
立
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
︒
茜
部
・
市
橋
両
荘
園
の
近
隣
に
は
長
講
堂
領
平
田
荘
も
あ
る
が
︑
こ
こ
も
ま
た
散
在
す
る
複
数
の
郷
を
も
っ
て
一
つ
の
荘
園

を
な
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
当
地
の
地
形
環
境
と
し
て
特
徴
的
な
こ
と
を
挙
げ
る
と
︑
境
川
・
荒
田
川
と
い
う
二
つ
の
河
川
が
茜
部
・
市
橋
両

地
域
を
横
断
す
る
よ
う
に
流
れ
︑
西
に
向
か
っ
て
長
良
川
に
合
流
し
て
い
る
︒
さ
ら
に
︑
西
南
方
で
は
西
か
ら
流
れ
て
き
た
木
曽
川
が
大
き

く
湾
曲
し
て
南
へ
方
向
を
変
え
て
お
り
︑
氾
濫
の
発
生
し
や
す
い
こ
と
が
推
測
で
き
る
︒
こ
う
し
た
環
境
は
地
域
秩
序
や
領
域
の
あ
り
方
に

も
変
化
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
︑
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
相
論
も
そ
の
一
齣
で
あ
る
︒

　

こ
の
争
い
は
東
大
寺
側
が
主
張
す
る
﹁
今
秋
洪
水
如
㆑

無
㆓

余
剰11
㆒

﹂
と
い
う
記
述
か
ら
︑
境
界
に
あ
た
る
友
河
が
洪
水
を
引
き
起
こ
し
︑
境

界
の
不
分
明
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
惹
起
さ
れ
た
事
件
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
︒
東
大
寺
の
牒
に
よ
れ
ば
︑
茜
部
荘
の
四
至
︵
四
方
の
境

界
︶
は
﹁
東
限
友
河　

南
限
尾
張
河　

西
限
平
田
大
路
幷
高
樸　

北
限
朴
垣
幷
小
厚
見
小
路11

﹂
と
あ
っ
て
︑
東
境
の
友
河
を
超
え
て
内
牧
荘

側
が
土
地
を
領
有
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
︒
こ
れ
に
対
し
て
︑
内
牧
郷
が
所
属
す
る
市
橋
荘
の
住
人
ら
は
反
論
を
次
の
よ
う
に
展
開
し

た
︒
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美
濃
国
有
㆓

友
河
︑㆒
以
㆓

件
河
㆒

為
㆓

市
橋
御
庄
之
西
堺
︑㆒
以
㆓

件
河
㆒

為
㆓

東
大
寺
御
領
茜
部
御
庄
之
東
堺
︑㆒
然
則
本
公
験
云
︑
以
㆓

友
河
㆒

為
㆓

西
堺
︑㆒
又
東
大
寺
御
庄
以
㆓

友
河
㆒

為
㆓

東
堺
㆒

者
︑
而
先
年
之
比
洪
水
之
時
︑
友
河
之
水
指
㆓

御
庄
之
中
心
︑㆒
流
通
畢
︑
隔
㆓

本
堺
河
㆒

之
事
十
餘
町
許
也
︑
其
榜
示
顕
然
也
︑
然
而
土
民
依
㆑

知
㆓

子
細
︑㆒
全
不
㆑

成
㆓

異
論
︑㆒
任
㆓

本
四
至
︑㆒
所
㆑

弁
㆓

来
御
年
貢
㆒

也
︑
爰
今
年
背
㆓

往
代
之
例
︑㆒
付
㆘

以
㆓

友
河
㆒

為
㆓

東
堺
㆒

之
詞
㆖

︑
越
㆓

来
当
御
庄
内
㆒

十
餘
町
︑
所
㆑

擬
㆓

押
取
㆒

也
︑
巧
㆓

謀
計
㆒

之
条
︑
言
語
不
㆑

及
事
也11

︑

　

市
橋
荘
住
人
に
よ
れ
ば
︑
友
河
を
境
と
し
て
西
が
茜
部
荘
︑
東
が
市
橋
荘
︵
内
牧
郷
︶
で
あ
る
の
は
疑
い
の
な
い
事
実
で
あ
る
︒
た
だ
し
︑

先
年
の
洪
水
の
時
に
︑
友
河
の
水
が
﹁
御
庄
﹂＝
内
牧
郷
の
﹁
中
心
﹂
を
指
し
て
流
れ
て
き
た
と
し
て
い
る
︒
つ
ま
り
︑
洪
水
に
よ
っ
て
友
河

の
流
路
が
変
化
し
︑
元
の
境
界
を
な
し
て
い
た
流
路
か
ら
︑
十
余
町
分
ば
か
り
内
牧
側
︵
東
側
︶
に
食
い
込
ん
で
き
た
の
で
あ
っ
て
︑
東
大
寺

側
が
主
張
す
る
一
二
町
五
反
は
︑
も
と
も
と
内
牧
郷
に
属
す
る
地
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
︒
こ
れ
が
こ
の
争
い
に
お
け
る
最
大
の
争
点
で

あ
っ
た
︒
両
者
が
主
張
す
る
と
こ
ろ
の
実
否
に
つ
い
て
現
在
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
︑
仮
に
市
橋
荘
住
人
た
ち
の
主
張
が
事
実
で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
︑
友
河
を
東
境
と
す
る
と
い
う
文
言
を
巧
み
に
東
大
寺
側
が
利
用
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
︒
自
然
環
境
の
変
化
は
ど

の
時
代
に
お
い
て
も
起
り
う
る
も
の
で
あ
る
が
︑
友
河
を
境
と
す
る
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
四
至
が
確
定
さ
れ
︑
そ
の
四
至
に
よ
っ
て
荘
園

の
領
域
が
規
定
さ
れ
る
と
い
う
荘
園
制
社
会
に
あ
っ
て
は
︑
流
路
変
化
は
単
な
る
環
境
変
化
で
す
ま
さ
れ
る
問
題
で
は
な
か
っ
た
︒
境
界
が

変
化
す
る
と
い
う
こ
と
は
︑
住
人
た
ち
の
居
住
空
間
も
変
化
し
︑
再
生
産
の
基
盤
た
る
耕
地
面
積
も
変
化
す
る
の
で
あ
り
︑
荘
園
と
い
う
枠

組
み
の
中
に
帰
属
す
る
人
々
の
日
常
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
︒
そ
れ
は
当
然
︑
現
地
の
み
で
は
な
く
︑
荘
園
領
主
の
経

済
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
は
ず
で
あ
る
︒

　

ち
な
み
に
︑
市
橋
荘
の
訴
え
で
は
︑
変
化
し
た
流
路
に
四
至
の
文
言
解
釈
を
宛
て
て
茜
部
荘
民
ら
が
越
境
押
領
し
て
き
た
と
記
さ
れ
て
い

る
が
︑
別
の
文
書
を
見
る
と
︑
茜
部
荘
が
美
濃
国
衙
領
︵
公
領
︶
と
の
間
で
︑
逆
に
荘
域
を
侵
食
さ
れ
る
と
い
う
事
態
も
起
こ
っ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
︒
そ
の
文
書
に
は
﹁
御
庄
建
立
以
降
数
百
歳
間
︑
件
大
河
随
㆑

頽
寄
㆓

庄
方
︑㆒
於
㆓

旧
河
跡
㆒

者
漸
漸
雖
㆑

成
㆓

桑
原
︑㆒
至
㆓

于
往
古
河
㆒
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図１　茜部荘周辺図（明治24年測図陸地測量部地図に加筆）
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者
尚
以
見
在
也
︑
以
㆓

旧
河
与
新
流
之
中
河
成
桑
原
㆒

者
︑
号
㆓

河
成
国
領
㆒

為
㆓

尾（
張
脱
カ
）

国
分
㆒

也
︑
年
来
雖
㆑

懐
㆑

愁
︑
不
㆑

能
㆓

沙
汰
㆒

之
間
︑
近
年
度

度
頻
有
㆓

大
洪
水
︑㆒
御
公
験
内
九
条
在
家
敷
地
等
也
︑
以
㆓

流
失
㆒

御
年
貢
絹
綿
︑
無
㆑

力
㆓

弁
済
︑㆒
早
限
㆓

旧
河
跡
︑㆒
於
㆓

河
成
地
㆒

者
︑
如
㆑

旧

可
㆑

被
㆑

返
㆓

入
庄
内
㆒

也22

﹂
と
あ
る
︒
こ
れ
は
︑
茜
部
荘
の
南
境
に
あ
た
る
大
河
＝
尾
張
川
︵
木
曽
川
の
こ
と
で
あ
る
が
︑
当
時
の
流
路
は
現
在
の
境

川
に
あ
た
る
と
さ
れ
る
︶
の
流
路
が
変
化
し
︑
茜
部
荘
側
に
河
道
が
迫
っ
て
き
た
こ
と
が
原
因
で
︑
河
成
︵
洪
水
に
よ
っ
て
土
砂
が
流
出
し
て
荒
地

に
な
る
こ
と
︶
と
な
っ
た
茜
部
荘
内
の
土
地
を
国
衙
に
収
公
︵
没
収
︶
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
︒
つ
ま
り
︑
茜
部
荘
と
市
橋
荘
の

間
で
発
生
し
た
境
界
問
題
と
同
じ
よ
う
な
状
況
が
︑
国
衙
領
と
茜
部
荘
と
の
間
で
も
発
生
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒
こ
の
事
件
は
河

川
流
路
の
変
化
が
い
か
に
大
き
な
問
題
を
発
生
さ
せ
た
の
か
を
物
語
っ
て
い
よ
う22

︒
な
お
︑
こ
の
相
論
で
は
東
大
寺
・
仁
和
寺
大
教
院
そ
れ

ぞ
れ
の
領
主
を
介
し
た
論
争
が
展
開
さ
れ
て
い
る
︒
し
か
し
︑
あ
く
ま
で
も
主
体
が
現
地
に
お
け
る
当
事
者
た
る
住
人
た
ち
で
あ
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
い
け
な
い
︒

第
二
章　

築
堤
・
開
発
と
荘
園

第
一
節　

築
堤
と
そ
の
影
響

　

洪
水
な
ど
の
自
然
災
害
以
外
に
︑
河
川
流
路
の
変
動
や
地
形
の
変
化
を
も
た
ら
す
契
機
と
し
て
︑
人
為
的
な
開
発
が
あ
る
︒
こ
こ
で
は
︑

治
水
・
利
水
に
関
わ
る
開
発
が
も
た
ら
す
正
負
両
側
面
の
問
題
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
︒

　

ま
ず
取
り
上
げ
る
の
は
備
前
国
和
気
郡
香
登
荘
の
事
例
で
あ
る
︒
香
登
荘
は
現
在
の
岡
山
県
東
部
を
南
流
し
︑
瀬
戸
内
海
に
注
ぐ
吉
井
川

︵
和
気
川
︶
の
流
域
︵
左
岸
︶
に
位
置
す
る
荘
園
で
﹃
和
名
類
聚
抄
﹄
の
﹁
香
止
郷
﹂
を
前
身
と
す
る
︒
山
地
を
流
れ
て
き
た
吉
井
川
が
平
野

部
に
入
る
地
点
に
所
在
す
る
当
地
は
吉
井
川
の
氾
濫
源
で
も
あ
っ
た
︒
こ
の
事
情
を
示
す
当
時
の
史
料
に
よ
る
と
﹁
久
安
年
中
之
比
︑
当
国

往
古
公
領
之
井
口
︑
依
㆓

洪
水
㆒

損
失
之
上
︑
国
領
作
田
多
以
損
亡
︑
因
㆑

茲
自
㆓

国
衙
㆒

香
登
庄
傍
築
㆓

大
堤
㆒

畢22

﹂
と
あ
っ
て
︑
久
安
年
間
︵
一
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一
四
五
～
五
〇
︶
に
公
領
︵
備
前
国
領
︶
の

井
口
︵
用
水
取
水
口
︶
が
洪
水
に
よ
っ
て

決
壊
し
︑
公
領
の
田
地
が
水
損
被
害
を

受
け
た
た
め
︑
備
前
国
衙
の
在
庁
官
人

ら
が
氾
濫
源
で
あ
る
香
登
荘
の
傍
に
大

規
模
な
堤
防
を
築
い
た
こ
と
が
分
か
る
︒

在
庁
官
人
ら
に
と
っ
て
︑
あ
る
い
は
国

衙
領
の
住
人
に
と
っ
て
は
治
水
政
策
の

一
環
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
︒
と
こ
ろ
が
︑

こ
の
こ
と
が
思
わ
ぬ
問
題
を
引
き
起
こ

す
こ
と
に
な
っ
た
︒﹁
依
㆓

件
堤
㆒

当
庄

之
内
︑
又
如
㆓

国
領
㆒

洪
水
宛
満
︑
庄
作

田
多
以
損
失22

﹂
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
︑

今
度
は
こ
の
堤
防
が
原
因
と
な
っ
て
洪

水
の
時
に
香
登
荘
が
被
害
を
こ
う
む
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
︒
お
そ
ら
く

大
雨
で
河
川
水
位
が
堤
防
の
高
さ
を
超

え
︑
香
登
荘
内
に
流
入
し
た
の
で
あ
ろ

う
︒
し
か
も
︑
堤
防
が
あ
る
た
め
に
流

図２　香登荘周辺図（明治28年測図陸地測量部地図に加筆）



121

真宗総合研究所研究紀要　第31号

入
し
た
水
が
捌
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
︒
こ
の
状
況
を
受
け
︑
領
主
に
あ
た
る
鳥
羽
院
庁
は
︑
久
安
二
年
︵
一
一
四

六
︶
備
前
国
在
庁
官
人
等
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
命
令
を
下
し
た
︒

院
庁
下　

備
前
国
在
庁
官
人
等

　

可
㆘

使
者
相
共
実
㆓

検
四
至
内
池
成
坪
︑㆒
以
㆓

工（
公
）田

㆒

加
㆓

入
其
代
︑㆒
令
㆖

満
㆓

本
数
㆒

香
登
御
庄
田
事
︑

　
　

使
公
文
修
理
少
属
伴
兼
光

右
︑
香
登
御
庄
者
︑
天
養
二
年
四
月　

日
解
状
云
︑
当
御
庄
者
︑
東
河
東
側
也
︑
而
奥
郡
田
千
餘
町
為
㆓

養
耕
︑㆒
字
今
堤
奇（
寄
）㆓

先
跡
地
︑㆒

始
新
堀
寄
㆓

当
御
庄
之
方
︑㆒
被
㆑

築
㆓

高
堤
︑㆒
因
㆑

茲
為
㆓

洪
水
︑㆒
四
十
餘
町
已
成
㆑

池
朽
損
︑
仍
本
数
田
不
足
︑
随
去
康
治
二
年
︑
申
㆓

請
御

使
実
検
㆒

注（
進
脱
カ
）先畢

︑
不
㆑

被
入
㆓

替
件
池
成
代
㆒

者
︑
以
㆑

何
所
出
可
㆑

進
㆓

済
御
年
貢
㆒

哉
︑
但
任
㆓

傍
例
︑㆒
依
㆑

為
㆓

庄
近
辺
︑㆒
服
部
郷
田
被
㆓

加
入
㆒

者
︑
尤
可
㆑

為
㆓

便
宜
㆒

歟
者
︑
任
㆓

申
請
︑㆒
使
者
相
共
実
㆓

検
池
成
坪
︑㆒
点
㆓

入
便
宜
公
田
︑㆒
可
㆑

立
㆓

券
注
進
㆒

之
状
︑
所
㆑

仰
如
㆑

件
︑

在
庁
官
人
等
宜
㆘

承
知
︑
不
㆖

可
㆓

違
失
︑㆒
故
下
︑

　
　
　
　

久
安
二
年
五
月　

日　
　

主
典
代
主
計
権
助
兼
因
幡
権
介
皇
后
宮
大
属
大
江
朝
臣　
在
判

別
当
権
大
納
言
藤
原
朝
臣　
在
判

　
　

民
部
卿
藤
原
朝
臣　
在
判

　
　

権
中
納
言
兼
左
衛
門
督
藤
原
朝
臣

　
　

内
蔵
頭
兼
伊
豫
守
皇
后
宮
亮
藤
原
朝
臣　
在
判

　
　

播
磨
守
兼
右
京
大
夫
平
朝
臣　
在
判

　
　

伯
耆
守
藤
原
朝
臣

　
　

左
馬
頭
兼
讃
岐
守
藤
原
朝
臣　
在
判
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出
雲
守
藤
原
朝
臣22

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
︑
香
登
荘
の
水
損
面
積
は
四
〇
余
町
に
も
及
ん
で
お
り
︑﹁
成
㆑

池
朽
損
︵
池
と
成
り
朽
損
す
︶﹂
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
︒
そ

こ
で
院
庁
は
使
者
を
現
地
に
遣
わ
し
︑
国
衙
在
庁
官
人
ら
と
共
に
検
分
さ
せ
た
上
で
︑
水
損
分
に
相
当
す
る
代
替
地
を
公
領
か
ら
割
り
当
て

て
︑
本
田
数
の
不
足
を
補
う
よ
う
命
じ
た
の
で
あ
る
︒
具
体
的
に
は
香
登
荘
の
南
に
位
置
す
る
服
部
郷
・
靫
負
郷
︵
い
ず
れ
も
﹃
和
名
類
聚
抄
﹄

に
郷
名
が
確
認
さ
れ
る
︶
と
い
う
二
箇
所
の
公
領
田
を
替
地
と
し
て
香
登
荘
に
繰
り
入
れ
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
︒
最
終
的
に
は
服

部
・
靫
負
両
郷
の
内
か
ら
︑
水
損
地
の
約
半
分
に
あ
た
る
二
〇
町
八
反
を
香
登
荘
に
割
り
当
て
る
と
い
う
こ
と
で
決
着
を
み
た
︒

　

こ
の
事
例
を
見
て
分
か
る
よ
う
に
︑
国
衙
在
庁
官
人
に
よ
る
築
堤
と
い
う
治
水
政
策
が
︑
堤
防
構
築
地
の
近
傍
地
域
に
お
い
て
は
逆
に
災

害
を
引
き
起
こ
す
要
因
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
︒
ま
た
︑
京
都
か
ら
院
庁
の
使
者
が
現
地
に
赴
き
︑
在
庁
官
人
と
共
に
実
地
検
分
を
行
っ
た

う
え
で
︑
公
領
の
土
地
を
替
地
と
し
て
充
当
す
る
と
い
う
複
雑
な
手
続
き
を
必
要
と
し
た
の
に
は
︑
荘
園
と
公
領
と
の
拮
抗
と
い
う
中
世
前

期
特
有
の
状
況
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
︑
地
域
秩
序
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
問
題
で

あ
る
︒
公
領
あ
る
い
は
領
主
を
異
に
す
る
荘
園
が
そ
れ
ぞ
れ
に
一
定
の
地
域
秩
序
を
も
ち
︑
そ
こ
に
生
活
基
盤
を
置
く
人
々
も
﹁
庄
民
﹂
意

識
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
の
段
階
に
お
い
て
︑
公
領
の
一
部
を
割
き
と
っ
て
︑
別
の
荘
園
に
組
み
込
む
と
い
う
こ
と
は
︑
そ
れ
ま
で

の
地
域
秩
序
や
︑
人
々
の
帰
属
意
識
に
大
き
な
変
化
を
否
応
な
く
迫
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
︒
こ
の
よ
う
に
︑
自
然
災
害
や
人
為
的
な
治

水
・
利
水
の
営
み
な
ど
は
︑
社
会
構
造
の
あ
り
方
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
与
え
る
の
で
あ
る
︒

　

な
お
︑
こ
の
時
池
成
と
な
っ
た
水
損
田
地
は
︑
数
十
年
後
の
文
治
六
年
︵
一
一
九
〇
︶
に
な
っ
て
︑
再
開
発
が
企
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
︒

八
条
院
庁
下　

備
前
国
香
登
御
庄

　
　

可
㆔

早
令
㆓

耕
作
㆒

池
成
田
肆
拾
町
事
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右
︑
得
㆓

去
二
月
日
菩
提
院
三
綱
等
解
状
㆒

偁
︑
当
庄
近
年
以
来
旱
魃
洪
水
之
愁
︑
逐
年
無
㆑

絶
之
間
︑
年
貢
多
未
進
︑
寺
用
既
不
足
也
︑

因
㆑

之
人
供
動
減
少
︑
衆
僧
常
含
㆑

愁
︑
而
当
庄
内
有
㆓

多
田
代
︑㆒
号
㆑

之
池
成
︑
四
十
余
町
︑
且
加
㆓

寺
家
力
︑㆒
且
励
㆓

庄
民
等
︑㆒
能
㆓

治
件

田
卌
余
町
︑㆒
以
㆓

彼
所
出
地
利
︑㆒
宛
㆓

置
寺
用
不
足
︑㆒
長
為
㆓

衆
僧
供
料
㆒

者
︑
任
㆓

申
請
︑㆒
可
㆑

加
㆓

能
治
㆒

也
︑
但
以
㆓

件
所
当
︑㆒
且
支
㆓

寺

用
之
闕
乏
︑㆒
且
可
㆑

加
㆓

加
（
マ
ヽ
）寺
家
之
修
理
㆒

之
状
︑
所
㆑

仰（
如
件
脱
カ
）

以
下
︑

　
　

文
治
六
年
三
月
一
日　
　
　

主
典
代
三
位
大
江
朝
臣　
在
判

別
当　
　
　
　
　

朝
臣

　

丹
後
守
藤
原
朝
臣　
在
判22

　

こ
れ
は
八
条
院
庁
か
ら
下
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
︒
十
二
世
紀
末
の
段
階
に
は
旱
ば
つ
・
洪
水
な
ど
の
天
災
が
頻
発
し
︑
年
貢
の
収
納
量
が

大
幅
に
減
少
し
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
︒
年
貢
納
入
率
の
低
下
を
歎
い
た
当
時
の
領
主
で
あ
る
高
野
山
菩
提
心
院
が
さ
ら
に
上
位
の
領
主
で

あ
る
八
条
院
に
窮
状
を
訴
え
た
こ
と
に
対
し
て
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
︒
年
貢
減
少
と
い
う
事
態
を
前
に
八
条
院
庁
が
目
を
つ
け
た
の
が
池
成

地
で
あ
っ
た
︒
そ
の
面
積
が
四
十
町
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
︑
久
安
年
間
に
国
衙
の
堤
防
が
原
因
で
水
損
被
害
を
受
け
た
土
地
で
あ

る
こ
と
は
疑
い
な
い
︒
こ
れ
を
八
条
院
庁
は
﹁
多
く
の
田
代
有
り
﹂
と
表
現
し
て
お
り
︑﹁
田
代
﹂
す
な
わ
ち
水
田
化
を
前
提
と
し
た
耕
作
予

定
地
＝
水
田
化
す
る
こ
と
が
可
能
な
地
と
捉
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
︒
そ
れ
ま
で
開
発
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
︑
公
領
の
服
部
・
靫
負

両
郷
よ
り
代
替
地
を
割
き
取
っ
て
い
た
た
め
︑
再
開
発
を
す
る
と
再
び
公
領
に
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
理
由
が
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
が
︑
こ
の
段
階
に
至
っ
て
は
も
は
や
猶
予
は
な
く
︑
池
成
地
の
再
開
発
と
い
う
手
段
を
取
る
こ
と
に
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
︒

第
二
節　

鴨
祐
季
の
築
堤
開
発
計
画
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香
登
荘
の
場
合
︑
水
害
を
防
ぐ
た
め
の
築
堤
が
逆
に
田
地
水
損
と
い
う
事
態
を
招
い
た
と
い
う
事
例
で
あ
っ
た
が
︑
基
本
的
に
築
堤
そ
の

も
の
は
治
水
目
的
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
︒
で
は
本
稿
で
扱
う
十
二
世
紀
の
段
階
で
︑
築
堤
な
ど
の
治
水
は
誰
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
か
︒
香
登
荘
は
国
衙
在
庁
官
人
ら
が
主
導
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
︑
他
の
事
例
を
確
認
し
て
お
き
た
い
︒

　

摂
津
国
河
辺
郡
猪
名
荘
の
場
合
を
見
て
み
る
︒
猪
名
荘
は
古
く
天
平
勝
宝
六
年
︵
七
五
四
︶︑
孝
謙
天
皇
が
東
大
寺
に
施
入
し
た
こ
と
か
ら

始
ま
る
荘
園
で
あ
る
が
︑
当
地
の
南
端
に
位
置
す
る
長
洲
浜
の
住
人
た
ち
が
︑
長
洲
浜
を
藤
原
歓
子
︵
後
冷
泉
天
皇
皇
后
︶
家
の
散
所22

と
し
て

寄
進
し
︑
身
分
特
権
を
得
て
︑
東
大
寺
か
ら
の
課
役
や
︑
検
非
違
使
庁
役
を
逃
れ
よ
う
と
す
る
な
ど
︑
猪
名
荘
か
ら
の
独
立
を
図
ろ
う
と
す

る
動
向
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
︒
長
洲
浜
は
の
ち
に
所
領
相
博
︵
交
換
︶
に
よ
っ
て
︑
領
主
が
山
城
の
鴨
御
祖
社
︵
下
鴨
神
社
︶
へ

と
移
り
︑
応
徳
元
年
︵
一
〇
八
四
︶
に
は
鴨
社
領
長
洲
御
厨
と
し
て
独
立
し
た22

︒
御
厨
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
︑
長
洲
浜
の
住
人
た
ち
は
鴨

社
へ
の
魚
介
類
貢
納
義
務
を
負
う
か
わ
り
に
︑
諸
役
の
免
除
や
営
業
特
権
を
手
に
入
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
こ
の
長
洲
御
厨
を
基
盤
に

経
営
を
展
開
し
よ
う
と
し
た
鴨
社
の
禰
宜
鴨
祐
季
は
承
安
五
年
︵
一
一
七
五
︶
次
の
よ
う
な
申
請
を
東
大
寺
に
対
し
て
出
し
た
︒

鴨
御
祖
社
禰
宜
鴨
県
主
祐
季

　

申
請
東
大
寺
御
領
摂
津
国
猪
名
御
庄
内
江
︑
欲
㆘

築
㆑

堤
開
㈡

田

　

子
細
事
︑

　
　

在
壱
処　
東
限
小
河　

西
限
沢
毛　

南
限
大
物　

北
限
江

右
件
江
︑
有
㆓

当
社
御
領
長
洲
御
厨
最
中
︑㆒
潮
出
入
之
跡
也
︑
而
可
㆑

有
㆓

開
田
便
宜
︑㆒
可
㆑

有
㆓

築
堤
功
労
︑㆒
其
堤
加
㆓

検
知
㆒

之
処
︑
殆

及
㆓

廿
町
︑㆒
仍
以
㆓

祐
季
私
能
米
参
佰
斛
︑㆒
欲
㆑

遂
㆓

其
功
㆒

者
︑
若
遂
㆓

得
件
開
発
㆒

者
︑
毎
年
地
子
能
米
段
別
伍
升　
猪
名
御
庄
斗
定
可
㆑

弁
㆓

寺
家
︑㆒
其
外
偏
為
㆓

祐
季
進
退
㆒

矣
︑
但
於
㆓

作
人
㆒

者
︑
皆
是
長
洲
御
厨
供
祭
人
︑
免
㆓

雑
事
於
其
身
︑㆒
令
㆑

成
㆓

供
祭
調
進
之
勇
︑㆒
為
㆓

寺
家
㆒

無
㆑

損
︑
為
㆓

社
家
㆒

至
要
︑
旁
非
㆑

無
㆓

其
益
︑㆒
抑
至
㆓

領
主
職
㆒

者
︑
祐
季
子
子
孫
孫
可
㆓

知
行
㆒

者
︑
為
㆑

備
㆓

後
代
之
証
文
︑㆒
欲
㆑
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給
㆓

預
寺
家
御
下
文
㆒

而
已
︑
仍
勒
㆑

状
︑
所
㆓

申
請
㆒

如
㆑

件
︑

　
　
　
　

承
安
五
年
正
月
十
六
日　

禰
宜
鴨
県
主
︵
花
押22

︶

　

祐
季
は
長
洲
御
厨
内
に
お
け
る
築
堤
と
田
地
開
発
の
申
請
を
行
っ
た
の
で
あ
る
が
︑
そ
の
場
所
は
冒
頭
の
在
所
表
記
に
あ
る
よ
う
に
︑
東

に
小
河
︑
西
に
沢
︑
南
は
大
物
浜
で
︑
北
に
江
が
あ
る
と
い
う
地
で
あ
る
︒
こ
の
開
発
は
︑
東
大
寺
領
に
も
か
か
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
︑

わ
ざ
わ
ざ
東
大
寺
に
申
請
す
る
と
い
う
形
式
を
と
っ
た
の
で
あ
ろ
う
︒
な
お
︑
開
発
対
象
と
な
っ
た
﹁
江
﹂
に
つ
い
て
大
山
喬
平
氏
は
︑
大

物
浜
の
形
成
に
よ
っ
て
︑
そ
の
背
後
に
取
り
残
さ
れ
た
沼
沢
地
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る22

︒
ま
た
﹁
潮
出
入
之
跡
也
﹂
と
い
う
記
述
か
ら
︑
潮

位
が
高
く
な
れ
ば
海
︵
現
在
の
大
阪
湾
︶
か
ら
潮
水
が
流
入
し
て
く
る
い
わ
ゆ
る
塩
入
荒
野
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
︒
鴨
社
の
御

厨
で
あ
る
と
い
う
本
来
の
長
洲
浜
の
性
格
か
ら
す
れ
ば
︑
鴨
社
に
献
納
す
る
た
め
の
魚
介
類
を
確
保
す
る
た
め
の
地
で
あ
れ
ば
よ
い
が
︑
こ

こ
に
祐
季
は
耕
地
開
発
を
企
て
た
の
で
あ
る
︒
祐
季
は
そ
の
た
め
に
塩
入
を
防
ぐ
堤
防
工
事
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
︑
築
堤
工
事
の
規
模
を

見
積
も
っ
た
︒
そ
の
結
果
︑
こ
の
計
画
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
堤
防
は
二
〇
町
︵
約
２
㎞
︶
近
く
に
わ
た
る
こ
と
と
な
っ
た
︒
こ
の
時
︑

祐
季
は
長
大
な
堤
防
を
﹁
私
能
米
参
百
斛
﹂
す
な
わ
ち
︑
私
費
を
投
じ
て
築
堤
す
る
こ
と
を
申
し
出
た
︒
そ
し
て
完
成
し
た
暁
に
は
毎
年
反

別
五
升
の
地
子
︵
地
代
︶
を
東
大
寺
に
納
入
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
の
で
あ
る
︒
無
論
︑
祐
季
自
身
も
得
分
を
確
保
す
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
︒

ま
ず
︑
一
反
あ
た
り
五
升
の
地
子
以
外
の
収
穫
は
全
て
祐
季
の
得
分
と
す
る
こ
と
︑
そ
し
て
新
開
田
の
作
人
は
長
洲
御
厨
の
供
祭
人
︑
す
な

わ
ち
鴨
社
に
魚
介
な
ど
の
神
饌
を
献
納
す
る
こ
と
で
諸
役
免
除
な
ど
の
特
権
を
得
て
い
る
人
々
に
割
り
当
て
る
と
い
う
の
で
あ
る
︒
こ
の
直

後
︑
八
月
︵
改
元
し
て
安
元
元
年
︶
に
祐
季
は
延
暦
寺
衆
徒
と
の
紛
争
が
原
因
で
禰
宜
職
を
解
任
さ
れ
た
た
め
︑
こ
の
計
画
は
実
行
さ
れ
な
か

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
︑
こ
れ
だ
け
の
規
模
の
塩
入
荒
野
開
発
を
︑
国
衙
在
庁
な
ど
国
の
主
導
で
は
な
く
個
人
の
資
力
を
も
っ
て
行
お
う

と
す
る
動
向
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
︑
当
時
の
治
水
・
利
水
技
術
の
進
展
と
︑
開
発
の
大
規
模
化
と
い
う
動
き
と
関

連
し
て
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
︒
そ
し
て
︑
こ
の
開
発
計
画
が
東
大
寺
・
祐
季
と
い
う
領
主
層
に
と
っ
て
の
み
利
益
を
も
た
ら
す
の
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で
は
な
く
︑
耕
作
権
を
長
洲
御
厨
の
住
人
︵
供
祭
人
︶
も
獲
得
す
る
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
る
︒
こ
の
時
期
に
お
け
る
大
規
模
な
開
発
と
は
︑

現
地
住
人
た
ち
の
開
発
要
求
が
大
前
提
と
し
て
あ
り
︑
そ
れ
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
私
力
を
持
っ
た
領
主
層
が
応
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
実

現
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
︒

第
三
節　

開
発
主
体
者
の
性
格

　

先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
︑
木
村
茂
光
氏
は
︑
当
該
期
の
開
発
を
領
主
層
・
農
民
層
双
方
の
協
同
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
た
と
す
る
見
解

を
提
起
し
て
い
る33

︒
鴨
祐
季
な
ど
は
ま
さ
に
領
主
層
に
あ
っ
て
︑
農
民
か
ら
の
要
求
の
上
に
大
規
模
築
堤
を
企
て
た
人
物
で
あ
る
︒
こ
こ
で

は
︑
こ
う
し
た
開
発
に
携
わ
っ
た
領
主
層
が
い
か
な
る
性
格
を
持
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
︑
紀
伊
国
紀
ノ
川
下
流
域
の
再
開
発
事
例
か
ら

検
討
を
加
え
た
い
︒

紀
実
俊
謹
解　

申
請　

国
裁
事

　

請
㆑

被
㆘

蒙
㆓　

国
恩
︑㆒
裁
免
㆖

直
川
保
河
南
島
久
重
名
内
松
門
名

　
　

  

畠
本
作
棄
作
一
町
餘
・
開
発
一
町
餘
・
常
荒
二
町
餘
幷
五
町
︑
且
依
㆑

為
㆓

四
隣
牛
馬
放
飡
地
︑㆒
且
依
㆑

為
㆓

洪
水
深
底
朽
損
地
︑㆒

備
㆓

永
代
証
験
︑㆒
殊
為
㆑

存
㆓

国
益
︑㆒
被
㆑

免
㆓

除
萬
雑
公
事
︑
所
当
税
代
麦
弁
済
段
別
無
利
二
斗
代
︑㆒
而
弥
致
㆓

荒
野
開
発
︑㆒
追
年
取
㆓

進
梶
取
返
抄
︑㆒
子
細
愁
状
︑

右
︑
謹
検
㆓

案
内
︑㆒
五
畿
七
道
之
習
︑
諸
国
庄
公
之
例
︑
荒
野
者
雖
㆓

千
町
㆒

無
益
也
︑
開
作
者
雖
㆓

一
段
㆒

有
利
㆑

者
也
︑
然
件
河
南
島
畠

者
︑
依
㆑

為
㆓

離
島
㆒

人
跡
希
通
地
也
︑
然
則
自
㆓

往
古
㆒

以
来
︑
東
則
田
井
田
屋
︑
南
則
栗
栖
湯
橋
︑
西
則
紀
三
所
神
宮
︑
北
則
薗
部
六
十

谷
︑
為
㆓

如
㆑

此
等
四
隣
村
村
庄
庄
牛
馬
︑㆒
被
㆓

飡
損
︑㆒
且
又
為
㆓

洪
水
㆒

深
底
水
損
第
一
︑
不
中
用
地
之
故
︑
所
㆑

作
地
利
有
名
無
実
也
︑

然
故
成
実
朝
臣
為
㆓

村
刀
禰
㆒

之
時
︑
為
㆑

存
㆓

国
益
︑㆒
相
㆓

語
合
壁
神
宮
岡
前
等
之
住
民
︑㆒
雖
㆑

致
㆓

耕
作
︑㆒
依
㆓

所
当
公
事
難
㈠

堪
︑
或
作
人
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者
聞
㆓

懲
所
当
㆒

天
︑
乍
㆓

作
毛
㆒

棄
㆓

捨
之
︑㆒
或
作
人
者
見
㆓

懲
雑
役
㆒

天
︑
雖
㆓

慰
誘
㆒

不
㆑

作
㆑

之
︑
依
㆑

之
島
畠
自
為
㆓

荒
廃
地
︑㆒
国
損
甚
顕

然
也
︑
爰
紀
実
俊
且
為
㆑

恐
㆓

国
威
︑㆒
且
為
㆑

思
㆓

相
伝
︑㆒
擬
㆑

耕
㆓

作
件
畠
㆒

之
処
︑
当
時
刀
禰
紀
範
成
︑
依
㆓

所
当
公
役
難
㈠

堪
︑
可
㆑

放
㆑

名

之
由
︑
内
内
歎
申
之
条
︑
道
理
顕
然
之
故
︑
罷
㆓

蒙
憲
恩
︑㆒
為
㆑

存
㆓

国
益
︑㆒
乍
㆑

恐
所
㆑

言
㆓

上
子
細
㆒

也
︑
寔
荒
野
与
開
発
︑
於
㆓

所
当
之

有
無
︑㆒
豈
无
㆓

御
憲
察
㆒

哉
︑
加
㆑

之
一
任
之
善
政
者
︑
萬
代
之
美
名
也
︑
何
無
㆓

国
裁
㆒

哉
︑
望
㆓

請
国
恩
︑㆒
早
垂
㆓

御
𨗈
迹
︑㆒
件
河
南
島
畠

内
松
門
名
棄
作
本
作
開
発
常
荒
等
合
伍
町
畠
︑
殊
為
㆑

例
㆑

存
㆓

国
益
︑㆒
弥
致
㆓

開
発
︑㆒
限
㆓

於
永
代
︑㆒
停
㆓

止
萬
雑
公
事
︑
追
年
弁
済
段
別

无
利
弐
斗
税
代
麦
︑㆒
而
可
㆑

取
㆓

進
梶
取
返
抄
㆒

之
由
︑
被
㆓

裁
下
給
㆒

者
︑
弥
仰
㆓

正
道
之
国
恩
︑㆒
倍
㆓

勤
開
発
之
所
当
㆒

耳
︑
仍
勒
㆓

在
状
㆒

言
上
︑
以
解
︑

　
　
　
　

承
安
肆
年
十
二
月　

日　
　

紀
実
俊　
申
文

　
　
裏
書
ニ

　

下
留
守
所

　
　
　
　

於
㆓

新
作
畠
㆒

者
︑
可
㆑

弁
㆓

済
無
利
弐
斗
代
︑㆒
於
㆓

古
作
者
︑㆒
任
㆓

先
例
㆒

可
㆑

随
㆓

国
役
㆒

也
︑

　
　
　
　
　
　
　
　
　

判33

　

こ
れ
は
承
安
四
年
︵
一
一
七
四
︶︑
紀
実
俊
な
る
人
物
が
直
川
保
河
南
島
重
久
名
内
松
門
名
の
再
開
発
許
可
を
紀
伊
国
衙
か
ら
得
る
た
め
に

提
出
し
た
解
︵
上
申
文
書
︶
で
あ
る
︒
直
川
保
は
紀
ノ
川
河
口
部
に
位
置
し
て
お
り
︑﹃
和
名
類
聚
抄
﹄
に
見
ら
れ
る
﹁
直
川
郷
﹂
を
前
身
と

し
て
い
る
︒
こ
こ
で
再
開
発
の
対
象
と
な
っ
た
松
門
名
は
︑﹁
河
南
島
﹂
や
﹁
離
島
﹂
と
い
う
言
葉
が
示
す
よ
う
に
︑
氾
濫
源
地
帯
に
で
き
た

島
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
︒
実
俊
が
開
発
申
請
し
た
の
は
︑
そ
の
島
の
畠
︵
本
作
・
不
作
を
合
わ
せ
た
︶
一
町
余
︑
開
発
一
町
余
︑
そ
し
て

常
荒
地
二
町
余
︑
あ
わ
せ
て
五
町
で
あ
る
︒
こ
こ
は
近
隣
村
落
の
牛
馬
放
牧
地
と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
同
時
に
︑
洪
水
に
よ
っ
て
朽
損
し
が

ち
な
土
地
で
あ
っ
た
︒
す
で
に
︑
実
俊
以
前
︑
村
刀
禰
の
成
実
朝
臣
な
る
人
物
が
近
隣
郷
村
の
人
々
を
動
員
し
て
再
開
発
に
着
手
し
て
い
た
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が
︑
開
発
地
に
課
せ
ら
れ
た
税
︵
所
当
公
事
︶
が
重
か
っ
た
た
め
に
︑
作
人
た
ち
が
耕
作
を
放
棄
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
過
去
が
あ
り
︑
実
俊

が
再
着
手
を
試
み
た
の
で
あ
る
︒
実
俊
は
こ
の
申
請
に
あ
た
っ
て
︑
開
発
が
﹁
国
益
﹂
に
つ
な
が
る
こ
と
を
繰
り
返
し
説
き
︑
収
穫
の
う
ち

反
別
二
斗
の
麦
を
国
衙
に
納
入
す
る
こ
と
を
約
し
て
い
る
︒
勿
論
︑
そ
れ
以
外
は
実
俊
の
得
分
に
な
る
と
い
う
条
件
で
あ
る
︒
こ
の
申
請
を

紀
伊
国
衙
は
許
可
し
︑﹁
件
畠
令
㆑

開
㆓

発
荒
野
︑㆒
為
㆓

松
門
別
名
︑㆒
所
当
税
代
麦
弐
斗
令
㆓

納
下
︑㆒
至
㆓

萬
雑
公
事
幷
保
司
役
︑㆒
可
㆓

免
除
㆒

之
由
︑

国
判
顕
然
也
︑
仍
加
㆓

在
庁
与
判
㆒

矣33

﹂
と
い
う
文
言
を
実
俊
の
解
に
書
き
加
え
︑
国
衙
在
庁
ら
が
署
判
を
加
え
て
い
る
︒
こ
れ
に
よ
っ
て
︑

実
俊
の
開
発
地
は
﹁
松
門
別
名
﹂
と
し
て
成
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
︒
こ
の
後
︑
松
門
別
名
の
経
営
は
紆
余
曲
折
を
経
な
が
ら
も

継
続
し
︑
実
俊
の
子
孫
で
あ
る
栗
栖
氏
の
所
領
と
し
て
存
続
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
︒

　

こ
こ
で
︑
再
開
発
を
主
導
し
た
紀
実
俊
お
よ
び
成
実
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
き
た
い
︒
実
俊
に
先
立
っ
て
当
地
の
再
開
発
に
着
手
し
た
成

実
は
﹁
実
﹂
と
い
う
通
字
か
ら
︑
実
俊
の
父
祖
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
ま
た
︑
解
状
に
よ
れ
ば
︑
彼
は
﹁
村
刀
禰
﹂
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ

て
い
る
︒
中
世
に
お
け
る
刀
禰
に
関
し
て
研
究
し
た
錦
昭
江
氏
は
︑﹁
村
刀
禰
﹂
が
古
代
に
お
い
て
は
在
地
︵
地
域
︶
に
お
け
る
祭
祀
権
を
有

し
︑
国
衙
支
配
下
に
あ
っ
て
﹁
立
券
等
の
保
証
行
為
を
﹂
行
う
存
在
で
あ
り
︑
中
世
に
な
る
と
村
落
規
模
で
の
開
発
の
担
い
手
＝﹁
荒
野
開
発

の
中
核
﹂
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る33

︒
錦
氏
の
言
う
と
お
り
︑
成
実
・
実
俊
ら
は
村
に
基
盤
を
置
き
つ
つ
︑
開
発
を
担
っ
た
の
で
あ
る
︒
実
俊

の
解
に
も
あ
る
よ
う
に
︑
成
実
は
︑
近
隣
村
落
で
あ
る
神
宮
・
岡
前
の
住
人
を
あ
い
語
ら
っ
て
開
発
に
あ
た
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
開

発
も
ま
た
領
主
側
の
意
図
だ
け
で
な
く
︑
住
人
︵
農
民
︶
た
ち
の
要
求
を
基
盤
に
お
い
て
な
さ
れ
た
事
業
だ
っ
た
の
で
あ
る
︒

　

た
だ
し
︑
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
成
実
に
は
刀
禰
以
外
に
も
う
一
つ
の
顔
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒
成
実
と
目
さ
れ
る
人
物
を
探

す
と
︑
長
承
二
年
︵
一
一
三
三
︶︑
高
野
山
大
伝
法
院
領
荘
園
の
官
物
な
ど
を
免
除
す
る
申
請
を
行
っ
た
紀
伊
国
在
庁
官
人
解
案33

に
︑
名
を
連

ね
て
い
る
人
物
と
し
て
︑﹁
散
位
紀
朝
臣
成
実
﹂
が
い
る
︒
ま
た
応
保
二
年
︵
一
一
六
二
︶︑
高
野
山
領
荘
園
荒
川
荘
︵
紀
伊
国
那
賀
郡
︶
に
国
衙

の
軍
勢
が
乱
入
し
た
際
︑
国
衙
勢
の
濫
妨
を
停
止
す
る
こ
と
を
東
寺
︵
高
野
山
の
本
寺
︶
が
求
め
た
文
書
に
︑
国
衙
軍
を
引
率
し
た
者
と
し
て
︑

国
司
源
為
長
・
目
代
為
貞
と
と
も
に
﹁
在
庁
成
実
﹂
の
名
が
見
え
て
い
る33

︒
時
期
か
ら
考
え
て
も
︑
こ
の
人
物
が
実
俊
の
父
祖
で
あ
る
成
実
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と
同
一
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
︒
東
寺
の
訴
え
に

よ
れ
ば
︑
国
司
の
源
為
長
が
成
実
を
は
じ
め
︑
数
百
人
の
軍
兵
を

率
い
て
荒
川
荘
に
乱
入
し
︑
物
を
奪
取
す
る
と
と
も
に
︑
堂
舎
や

民
家
を
焼
き
討
ち
し
た
と
い
う
︒
国
司
・
目
代
と
と
も
に
実
名
が

載
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
推
し
て
︑
お
そ
ら
く
成
実
は

国
衙
在
庁
の
中
で
も
中
心
的
な
立
場
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒

以
上
の
こ
と
か
ら
︑
紀
成
実
は
国
衙
在
庁
の
有
力
者
で
あ
る
と
同

時
に
︑
在
地
社
会
に
あ
っ
て
は
村
の
主
導
者
た
る
村
刀
禰
で
あ
る

と
い
う
二
つ
の
顔
を
あ
わ
せ
持
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る

の
で
あ
る
︒
鴨
祐
季
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
︑
紀
成
実
・
実
俊
の
よ

う
な
国
衙
在
庁
も
ま
た
当
該
期
の
開
発
を
主
導
し
た
階
層
の
一
つ

だ
っ
た
の
で
あ
る
︒

　

と
こ
ろ
で
︑
時
期
は
か
な
り
遡
る
が
︑
九
世
紀
半
ば
の
貞
観
三

年
︵
八
六
一
︶
に
直
川
郷
の
墾
田
が
売
買
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
文
書

が
残
さ
れ
て
い
る33

︒
売
買
さ
れ
た
の
は
直
川
郷
酒
部
村
に
あ
る
墾

田
で
︑
神
門
今
子
・
橘
朝
臣
常
子
ら
が
︑
紀
朝
臣
門
成
と
そ
の
蔭

孫
氏
成
に
直
稲
二
〇
三
〇
束
で
売
却
し
た
も
の
で
あ
る
︒
買
人
で

あ
る
紀
門
成
は
﹁
右
京
三
条
四
坊
戸
主
従
八
位
上
紀
朝
臣
門
成
﹂

と
記
さ
れ
て
お
り
︑
京
都
に
籍
を
置
い
て
い
た
人
物
で
あ
る
︒
彼

図３　松門別名周辺図（明治43年測図陸地測量部地図に加筆）
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は
こ
れ
以
外
に
承
和
十
二
年
︵
八
四
五
︶
に
も
︑
紀
伊
国
那
賀
郡
山
前
郷
に
土
地
を
取
得
し
て
お
り33

︑
紀
伊
国
内
に
土
地
を
集
積
し
た
一
族
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
︒
こ
こ
で
は
あ
く
ま
で
推
測
の
域
を
出
な
い
が
︑
門
成
の
紀
朝
臣
家
が
紀
成
実
・
実
俊
に
つ
な
が
る
可
能
性
は
十
分
に

あ
る
と
思
わ
れ
る
︒
紀
伊
に
土
地
集
積
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
も
門
成
一
族
の
本
貫
地
は
紀
伊
で
あ
ろ
う
か
ら
︑
彼
ら
が
中
世
初
期
段

階
に
本
貫
地
に
お
い
て
経
営
の
重
点
を
置
く
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
様
相
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
︒

お 
わ 

り 

に

　

以
上
︑
本
稿
で
は
十
二
世
紀
に
お
け
る
治
水
・
利
水
と
い
う
側
面
か
ら
当
該
期
に
お
け
る
地
域
社
会
の
特
質
を
検
討
し
て
き
た
︒
こ
こ
で

明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
以
下
に
ま
と
め
て
お
く
︒
第
一
に
は
︑
古
代
末
以
降
の
社
会
に
大
き
な
規
定
性
を
与
え
た
荘
園
制
が
︑
特
に
十
二

世
紀
段
階
で
見
る
と
単
な
る
権
門
領
主
の
収
取
シ
ス
テ
ム
で
は
な
く
︑
地
域
に
お
い
て
独
自
の
秩
序
と
領
域
を
も
ち
︑
住
人
た
ち
も
そ
の
枠

組
み
に
強
固
な
帰
属
意
識
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒
第
二
に
︑
と
り
わ
け
水
害
な
ど
の
天
災
や
︑
そ
れ
に
対
応
す

る
治
水
︑
そ
し
て
農
業
経
営
を
安
定
さ
せ
る
た
め
の
利
水
と
い
っ
た
営
み
の
側
面
に
お
い
て
︑
共
同
体
意
識
が
鮮
明
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
も

見
え
て
き
た
︒﹁
○
○
荘
﹂
と
い
う
領
域
へ
の
帰
属
意
識
が
稀
薄
で
あ
れ
ば
︑
起
こ
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
境
界
紛
争
が
頻
発
す
る
の
も
そ
の

た
め
で
あ
る
︒
そ
し
て
︑
こ
れ
が
中
世
後
期
に
至
っ
て
も
地
域
社
会
に
お
け
る
村
落
間
紛
争
の
中
心
と
な
っ
て
続
い
て
い
く
の
で
あ
る
︒
第

三
に
︑
十
二
世
紀
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
大
規
模
な
築
堤
・
開
発
な
ど
が
︑
荘
園
・
村
落
の
住
人
と
領
主
双
方
の
意
思
が
合
致
す
る
と
こ
ろ

で
行
わ
れ
て
い
る
事
例
の
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
︒

　

本
稿
で
見
て
き
た
大
国
荘
に
お
け
る
洪
水
被
害
か
ら
の
復
興
活
動
︑
自
然
災
害
と
環
境
変
化
を
契
機
と
す
る
茜
部
・
市
橋
両
荘
園
の
相
論
︑

紀
ノ
川
下
流
域
に
お
け
る
松
門
別
名
の
再
開
発
な
ど
か
ら
︑
地
域
社
会
に
根
を
降
ろ
し
た
人
々
の
主
体
的
な
動
向
が
見
え
て
く
る
︒
い
ず
れ

の
事
象
も
権
門
た
る
荘
園
領
主
を
巻
き
込
み
な
が
ら
展
開
し
て
お
り
︑
一
見
す
れ
ば
権
門
の
支
配
権
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
片
付
け
る
こ
と

も
で
き
そ
う
で
あ
る
︒
し
か
し
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
訴
え
や
行
動
を
丹
念
に
跡
づ
け
る
と
︑
現
地
に
生
活
基
盤
を
置
く
人
々
の
意
思
が
ま
ぎ
れ
も
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な
く
そ
れ
ら
の
事
象
の
基
底
に
あ
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
︒
十
二
世
紀
は
そ
の
意
味
で
荘
園
と
い
う
領
域
が
地
域
共
同
体
の
一
つ
の
あ
り
方

と
し
て
定
着
し
︑
そ
こ
に
住
む
人
々
の
帰
属
意
識
の
高
ま
り
と
と
も
に
︑
中
世
社
会
の
基
礎
を
形
成
し
た
世
紀
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
︒
ま

だ
ま
だ
事
例
も
多
く
︑
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
も
多
々
あ
る
が
︑
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
︒

付
　
記

　

本
稿
は
︑
二
〇
一
二
年
度
︑
大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
の
個
人
研
究
︵
一
般
研
究
︶
助
成
を
得
て
行
っ
た
﹁
日
本
中
世
の
治
水
・
利
水
に

関
す
る
史
料
的
研
究
﹂
の
成
果
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
︒

注１ 

寶
月
圭
吾
﹃
中
世
灌
漑
史
の
研
究
﹄︵
畝
傍
書
房
︑
一
九
四
三
年
︶︒

２ 

黒
田
日
出
男
﹃
日
本
中
世
開
発
史
の
研
究
﹄︵
校
倉
書
房
︑
一
九
八
四
年
︶︒

３ 

木
村
茂
光
﹁
大
開
墾
時
代
の
開
発
﹂︵
同
﹃
日
本
古
代
・
中
世
畠
作
史
の
研
究
﹄
第
二
部
第
一
章
︑
校
倉
書
房
︑
一
九
九
二
年
︑
初
出
一
九
八
二
年
︶︒

４ 

﹃
神
宮
雑
例
集
﹄︵﹃
群
書
類
従
﹄
神
祇
部
第
一
輯
︶﹁
天
平
賀
事
﹂
に
よ
れ
ば
﹁
八
月
廿
五
日
夜
︑
洪
水
︑
外
宮
正
殿
下
深
二
尺
湛
入
﹂
と
あ
り
︑
被
害

の
大
き
さ
が
窺
え
る
︒

５ 

大
山
喬
平
﹁
中
世
に
お
け
る
灌
漑
と
開
発
の
労
働
編
成
﹂︵
同
﹃
日
本
中
世
農
村
史
の
研
究
﹄
岩
波
書
店
︑
一
九
七
八
年
︶︒

６ 

水
野
章
二
﹁
中
世
の
水
害
と
荘
園
制
﹂︵
遠
藤
ゆ
り
子
・
蔵
持
重
裕
・
田
村
憲
美
編
﹃
再
考
中
世
荘
園
制
﹄
岩
田
書
院
︑
二
〇
〇
七
年
︶︒

７ 

保
安
二
年
九
月
二
十
三
日　

伊
勢
国
大
国
荘
流
失
田
畠
注
進
状
︵﹁
白
河
本
東
寺
百
合
文
書
﹂
八
十
一
︑﹃
平
安
遺
文
﹄
一
九
二
三
号
︶︒

８ 

大
治
元
年
閏
十
月
二
十
日　

伊
勢
国
大
国
荘
損
得
注
文
︵﹁
東
寺
百
合
文
書
﹂
ひ
︑﹃
平
安
遺
文
﹄
二
〇
八
六
号
︶︒

９ 

こ
こ
に
名
を
連
ね
た
な
か
の
神
官
層
に
つ
い
て
︑
在
地
領
主
と
し
て
の
顔
も
あ
わ
せ
持
っ
て
い
た
こ
と
が
前
田
徹
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
︵
二

〇
一
三
年
七
月
二
十
八
日
に
早
稲
田
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
﹁
荘
園
・
村
落
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹂
に
お
け
る
同
氏
の
報
告
﹁
中
世
初
期
の
地
域
社

会—

東
寺
領
伊
勢
国
大
国
荘
と
そ
の
周
辺—

﹂︶︒
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10 

保
安
三
年
正
月
二
十
八
日　

伊
勢
国
大
国
荘
田
堵
等
解
︵﹁
東
寺
百
合
文
書
﹂
め
︑﹃
平
安
遺
文
﹄
一
九
五
〇
号
︶︒

11 

水
野
氏
に
よ
れ
ば
︑
こ
れ
ら
現
地
か
ら
の
復
興
費
用
要
求
に
対
し
︑
東
寺
は
荘
園
財
政
以
上
の
支
出
を
し
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
︵
前
掲
註
６
水
野
論
文
︶︒

12 

保
安
五
年
二
月
二
十
九
日　

伊
賀
国
黒
田
杣
司
等
解
︵﹁
中
村
雅
真
氏
所
蔵
文
書
﹂︑﹃
平
安
遺
文
﹄
二
〇
〇
七
号
︶︒

13 
茜
部
荘
は
︑
も
と
桓
武
天
皇
の
勅
旨
田
で
あ
っ
た
が
︑
桓
武
天
皇
皇
女
朝
原
内
親
王
の
遺
言
に
よ
っ
て
東
大
寺
学
僧
百
人
の
衣
服
料
所
と
し
て
︑
施
入

さ
れ
た
荘
園
で
あ
る
︵﹃
岐
阜
県
の
地
名
﹄
平
凡
社
歴
史
地
名
大
系
︑
平
凡
社
︑
一
九
八
九
年
︶︒

14 

仁
和
寺
大
教
院
は
︑
仁
和
寺
に
入
寺
し
た
後
三
条
天
皇
皇
女
の
聡
子
内
親
王
が
建
立
し
た
院
家
で
あ
る
︒
聡
子
内
親
王
は
﹁
一
品
宮
﹂
と
称
さ
れ
た
︒

15 

永
治
元
年
十
月
二
十
九
日　

東
大
寺
牒
案
︵﹁
東
大
寺
文
書
﹂
四
ノ
十
三
︑﹃
平
安
遺
文
﹄
二
四
五
二
号
︶︒

16 

永
治
元
年
十
二
月　

日　

美
濃
国
市
橋
荘
住
人
陳
状
案
︵﹁
東
大
寺
文
書
﹂
四
ノ
十
三
︑﹃
平
安
遺
文
﹄
二
四
五
四
号
︶
に
︑﹁
二
町
五
段
事
︑
右
謹
検
案

内
︑
件
大
教
院
御
領
市
橋
庄
ハ
六
郷
也
︑
其
領
地
合
三
百
餘
町
之
中
ニ
︑
実
之
内
牧
郷
ハ
十
町
許
也
︑﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
︑
市
橋
荘
が
六
郷
か
ら
成
り
︑

内
牧
郷
が
そ
の
一
郷
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
︒

17 

前
掲
註
15
永
治
元
年
十
月
二
十
九
日　

東
大
寺
牒
案
︒

18 

前
掲
註
15
永
治
元
年
十
月
二
十
九
日　

東
大
寺
牒
案
︒

19 

永
治
元
年
十
二
月　

日　

美
濃
国
市
橋
荘
住
人
陳
状
案
︵﹁
東
大
寺
文
書
﹂
四
ノ
十
三
︑﹃
平
安
遺
文
﹄
二
四
五
四
号
︶︒

20 

永
治
二
年
十
月　

日　

美
濃
国
茜
部
荘
住
人
申
文
案
︵﹁
東
大
寺
文
書
﹂
四
ノ
十
三
︑﹃
平
安
遺
文
﹄
二
四
六
九
号
︶︒

21 

な
お
︑
こ
の
文
書
に
あ
る
﹁
桑
原
﹂
に
着
目
し
た
木
村
茂
光
氏
は
︑
旧
流
路
の
開
発
が
農
民
層
に
よ
っ
て
主
体
的
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
︵
前
掲
註
３
木
村
論
文
︶︒
つ
ま
り
洪
水
な
ど
に
よ
っ
て
荒
廃
し
た
土
地
は
再
開
発
の
対
象
で
あ
り
︑
そ
こ
か
ら
新
た
な
用
益
を
生
み
出
す
も
の
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒
そ
し
て
︑
国
衙
は
四
至
の
論
理
を
も
っ
て
そ
の
用
益
地
を
収
公
︵
没
収
︶
す
る
と
い
う
行
為
に
出
た
の
で
あ
る
︒

22 

長
寛
三
年
七
月
四
日　

太
政
官
牒
案
︵﹁
根
来
要
書
﹂︑﹃
平
安
遺
文
﹄
三
三
五
三
号
︶︒

23 

長
寛
三
年
七
月
四
日　

太
政
官
牒
案
︵﹁
根
来
要
書
﹂︑﹃
平
安
遺
文
﹄
三
三
五
三
号
︶︒

24 

久
安
二
年
五
月
日　

鳥
羽
院
庁
下
文
案
︵﹁
根
来
要
書
﹂
上
︑﹃
平
安
遺
文
﹄
二
五
七
七
号
︶︒

25 

文
治
六
年
三
月
一
日　

八
条
院
昫
子
内
親
王
庁
下
文
︵﹁
根
来
要
書
﹂︑﹃
鎌
倉
遺
文
﹄
四
二
九
号
︶︒

26 

こ
こ
で
の
﹁
散
所
﹂
は
︑
貴
族
や
社
寺
に
人
身
的
に
属
し
労
役
を
負
う
こ
と
と
引
き
換
え
に
年
貢
免
除
の
特
権
を
受
け
た
人
々
が
居
住
す
る
地
を
指
す
︒

27 

こ
の
事
情
に
つ
い
て
は
﹁
東
大
寺
東
南
院
文
書
﹂
の
史
料
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
︒﹁
今
在
家
殆
及
㆓

千
家
︑㆒
田
地
已
是
多
町
︑
然
而
対
㆓

押
︵
捍

カ
︶
寺
役
︑㆒
遁
㆓

避
官
物
︑㆒
其
故
者
︑
件
住
人
卅
餘
人
︑
往
年
不
㆑

令
㆑

知
㆓

寺
家
︑㆒
雖
㆑

入
㆓

小
野
故
皇
太
后
宮
職
︵
藤
原
歓
子
︶
之
散
所
︑㆒
依
㆑

不
㆑

闕
㆓

寺
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役
︑㆒
不
㆑

致
㆓

其
沙
汰
㆒

之
間
︑
鴨
御
祖
社
司
惟
季
申
㆓

請
彼
職
家
︑㆒
以
㆓

小
野
辺
領
地
八
町
︑㆒
所
㆑

相
㆓

博
件
散
所
㆒

也
﹂︵
応
保
二
年
五
月
一
日　

官
宣
旨
案

　
﹁
東
南
院
文
書
﹂
五
ノ
十
三
︑﹃
平
安
遺
文
﹄
三
二
一
三
号
︶︒

28 
承
安
五
年
正
月
十
六
日　

鴨
御
祖
社
禰
宜
鴨
祐
季
申
状
︵﹁
百
巻
本
東
大
寺
文
書
﹂
十
三
号
︑﹃
平
安
遺
文
﹄
三
六
七
二
号
︶︒

29 
前
掲
註
５
大
山
論
文
︒

30 
前
掲
註
３
木
村
論
文
︒

31 

承
安
四
年
十
二
月　

日　

紀
伊
国
紀
実
俊
申
文
︵﹁
紀
伊
続
風
土
記
﹂
附
録
一
︑﹁
栗
栖
氏
文
書
﹂︑﹃
平
安
遺
文
﹄
三
六
七
〇
号
︶︒

32 

承
安
四
年
十
二
月　

日　

紀
伊
国
紀
実
俊
申
文
︵﹁
紀
伊
続
風
土
記
﹂
附
録
一
︑﹁
栗
栖
氏
文
書
﹂︑﹃
平
安
遺
文
﹄
三
六
七
一
号
︶︒

33 

錦
昭
江
﹁
中
世
刀
禰
研
究
の
前
提
﹂︵
同
﹃
刀
禰
と
中
世
村
落
﹄
第
一
部
第
一
章
第
二
節
︑
校
倉
書
房
︑
二
〇
〇
二
年
︑
初
出
一
九
九
六
年
︶︒

34 

長
承
二
年
十
二
月
二
十
八
日　

紀
伊
国
在
庁
官
人
解
案
︵﹁
根
来
要
書
﹂
下
︑﹃
平
安
遺
文
﹄
補
二
一
四
号
︶︒

35 

応
保
二
年
十
一
月
日　

東
寺
門
徒
申
状
案
︵﹁
高
野
山
文
書
﹂
又
続
宝
簡
集
百
十
一
︑﹃
平
安
遺
文
﹄
三
二
三
六
号
︶︒

36 

貞
観
三
年
二
月
二
十
五
日　

紀
伊
国
直
川
郷
墾
田
売
券
︵﹁
神
宮
文
庫
文
書
﹂︑﹃
平
安
遺
文
﹄
一
三
〇
号
︶︒

37 

承
和
十
二
年
十
二
月
五
日　

紀
伊
国
那
賀
郡
司
解
︵﹁
東
寺
古
文
書
﹂︑﹃
平
安
遺
文
﹄
七
九
号
︶︒






